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1. 概要 

1-1. 本書の位置づけ 

　本書は、シン・KKDによるデータ利活用を実践するための演習問題

集である。 

 

　「03_データ利活用トレーニングブック_理論編.pdf」を参照しながら、

実際に自身でも手を動かして本書の問題を解くことで、シン・KKDによ

るデータ利活用を実践できるようになってもらえれば幸いである。 
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1-2. 問題一覧 

　下表に、本書に用意した演習問題を記載する。 

　 

難易度 タイトル 概要 実施目的 

★☆☆ 業務時間分析 自身の業務内容・時間

を分析し、スキルアップ

の時間を確保する方法

を検討する 

●​実践を通じてシン・

KKDの流れを把握す

る 

★★☆ クラス成績向上 テストの点数を分析し、

点数を上げる方法を検

討する 

●​あるべき姿の設定が
できるようになる 

●​データ分類を意識した
可視化およびグラフの

特徴を踏まえた結論

の整理ができるように

なる 

★★★ 健康寿命延伸の検討 平均寿命・健康寿命の

推移や健康の要素か

ら、健康寿命を延ばす方

法を検討する 

●​論理的思考を用いて
問題から課題を検討

できるようになる 
●​仮説検証に必要な
データを自分で考え、

オープンデータを利用

してデータ収集できる

ようになる 
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2. 問題の難易度の考え方 
 

　問題は、「02_データ利活用トレーニングブック_シン・KKDスキル一

覧.xlsx」の必要スキルが段階的にレベルアップするように難易度を設

定している。スキルアップのイメージを下図に示す。 

 

 

　「理論編」を読了している場合、すべてのスキルがレベル2になって

いる。 
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　「実践編」の演習問題を実施していくことで、シン・KKDスキル一覧

に記載しているスキルを向上させ、最終的にはすべてのレベルが4に

なることを目指して欲しい。 
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3. 業務時間分析​

　（難易度：★☆☆） 

3-1. 内容 

　あなた自身がデータ利活用できるようになるためにスキルアップ

の時間を1週間のうち2割確保する必要がでてきた。 

　自分の現状の業務内容を分析して、スキルアップのための時間を

1週間のうち2割(*)確保するためにはどうしたらいいかを検討する。 

 

(*)今回は実践編の問題のため、2割という目標を設定している。2割の目標に近

づくにはどうしたらよいかを考えよう。 
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3-2. 目標スキルレベル 

　この演習問題は、実践を通じてシン・KKDの流れを把握することを

目標としている。演習問題を解くことで、以下のスキルレベルに到達

することを目指してほしい。 

 

スキル 到達レベル 

問題解決プロセス / 仮説設定プロセスの理解 ★★★☆ 

論理的思考能力 ★★★☆ 

データ構造の理解 ★★☆☆ 

データ収集力 ★★★☆ 

データ加工技術 ★★★☆ 

データ分析力 ★★★☆ 

　　　※詳細は「02_データ利活用トレーニングブック_シン・KKDスキル一覧.xlsx」を参照 
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3-3. 仮説立て 

3-3-1. 理想（あるべき姿）の設定 

　はじめに、成し遂げたい目標を「あるべき姿」として設定する。何を

「あるべき姿」とするかで、その後の「問題」や「課題」が変わってくるた

め、可能な限り定量的、定性的に具体的にありたい姿を記載するよう

心がける。 

 

〇フレームワークに書いてみよう！ 
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例） 
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3-3-2. 現状整理 

①現在の状態（現状）を記載 

　自身の業務やスキルアップについて、現在置かれている状況・事実

を業務で使用している予定表やカレンダーから整理する。その際、対

象の期間は1か月以上とする。対象期間が短い場合に、いつもそうな

のか、その時はたまたまなのか、区別がつけにくいためである。 

 

〇フレームワークに書いてみよう！ 
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　できるだけ多角的な視点から情報を記載する。必要に応じて関係者

からも情報を収集する。 

 

例） 
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②現状に対するデータ分析を実施 

　手元にデータが既にある場合、現状をより詳細に把握するために、

可視化を行う。何にどれくらいの時間を費やしているのかがわかるよ

うにグラフ化すると現状の把握が容易になる。 

 

例） 
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　数値化やグラフ化にあたり、予定表やカレンダーの内容を要素ごと

に分類しデータとして準備をすると、要素ごとの集計や割合の算出な

どが容易になる。 

 

例） 

2024/05/01(水) 9:00～10:00　チームの定例MTG 

　↓ 

年月日 曜日 開始時間 終了時間 所要時間 内容 

2024/05/01 水曜日 9:00 10:00 1h 社内定例MTG 

 

 

　なお、数値化・グラフ化する際は、以下のようなツールを使うとデー

タの加工が便利なため、利用について適宜検討する。 

・BIツール 

・Excel、スプレットシート　など 
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3-3-3. GAP・問題の設定 

　設定した「あるべき姿」と整理した「現状」の差分（「コト」や「状況」）を

「GAP・問題」として書き出す。 

 

〇フレームワークに書いてみよう！ 

 

 

 

 

13 



 

　ここでは、シンプルに「あるべき姿」と「現状」の差を書き出す。曖昧

な表現、憶測や主観的な表現は避ける。 

 

例） 
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3-3-4. 課題の設定 

　導き出された「問題」が、どこで起きているのかを明らかにし、「課

題」に落とし込む。 

　その際、ロジックツリーを用いて、物事の要素を分解して網羅的に

洗い出すことで問題の発生個所を特定していく。MECEを意識して、

問題の全体像や関係性を細かく分解していく。 

 

〇ロジックツリー記載用シートに書いてみよう！ 

 

 

　記載する際は、「問題の特定」「原因の究明」「課題の設定」を意識

するとよい。  
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①ロジックツリーの作成 

　ロジックツリーを作成するときは、設定したGAP・問題から原因を究

明する。原因を引き起こしている要因を３つ考えるとヌケモレを減らし

やすい。原因究明が浅くならないよう、ロジックツリーを活用しながら

「なぜ？」を繰り返し深堀する。 

 

例）Whatツリー（スキルアップ時間不足の要因は？） 

 

例）Whyツリー（なぜ社内業務が多いのか？） 
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　あるいは、実際に自分の予定と理想の予定を書き出してみるのもお

すすめである。どこに問題があるのか視覚的に把握できるため、比較

することで問題の所在がわかりやすくなる。 

 

例） 
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②課題を記載 

　原因究明のステップで作成したロジックツリーの内容から、本質的

な課題は何なのか抽出していく。いくつかの要因が関係している場合

もあるため、判断に迷う場合は、原因究明のステップで作成したロ

ジックツリーの内容を切り口に、予定表やカレンダーを改めて確認す

ることもおすすめである。 

 

〇フレームワークに書いてみよう！ 
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　「問題を解決するために実行するべきこと」を課題として設定する。

その際、自分の対応可能な範囲に限定せず、外部の事例や他者の

アイデアを取り入れると良い。 

 

例） 
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　さらに、データ可視化の結果から読み取れる課題であるか（それが

課題であるエビデンスがあるか）を確認する。 

 

例） 

 

※社内業務のうちMTGに割いている時間は多い​

（平均すると1週間あたり7時間程度MTGの時間がある） 
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　また、課題が複数ある場合は、問題への影響度（価値）や、必要コ

スト、短期・中期的な視点から優先順位を決めることが望ましい。 

例） 
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3-3-5. 問いの設定 

　「あるべき姿」と現状とのギャップを考えながら「問い」を考える。 

 

〇フレームワークに書いてみよう！ 

 

 

　何を改善すれば良いか、具体的な行動に移せるか、定量的・定性

的に整理されているかを意識する。 
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例） 
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3-3-6. アクションの設定 

　「3-3-5. 問いの設定」で記載した、課題を解決するための「アクショ

ン」を記載する。 

 

〇フレームワークに書いてみよう！ 

 

 

　「アクション」の記載にあたり、「誰が、いつまでに」が明確になるよう

に記載を行う。 
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　「アクション」を踏まえて、現状からあるべき姿に近づくことができる

のかを考え、明日からすぐ始められるような具体的な内容・中長期的

な観点で実施が必要なアクションなのかを整理することがポイントで

ある。アクション欄に「すぐできる」、「効果が出るのに時間がかかる」

等の観点で整理すると良い。 

 

例） 
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3-4. 仮説検証の計画 

3-4-1. 検証方法の設定 

　仮説検証の計画では、「アクション」によって課題が解決されるのか

を確かめるための方法を検討していく。 

 

3-4-2. データ収集方法の設定 

　本問題については、「3-3-2. 現状整理」で実施した、数値化やグラフ

化の中で、各自の予定表やカレンダーの内容を要素ごとに分類し、

データとして準備した。 

 

3-4-3. データ可視化、得たい結論の設定 

　今回は、「3-3-6. アクションの設定」で設定したアクションを実施した

のち、「3-3-2. 現状整理」と同じデータを用いて、1週間のうち2割の時

間を確保できたのかを検証していく。 

　そのため、本問題においては「仮説検証の計画」の実施は不要とす

る。 
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3-5. データ収集 

3-5-1. データの取得 

3-5-2. データの加工 

　本問題については、「3-3-2. 現状整理」で実施した、数値化やグラフ

化と同様に、各自の予定表やカレンダーの内容を要素ごとに分類し

てもらい、データを収集・可視化する。 

　そのため、本問題ではデータ収集の手順を省略する。 

 

3-6. データ可視化 

3-6-1. データの可視化 

3-6-2. データの分析　 

　アクションを実行した結果、1週間のうち2割の時間を確保することが

できたのかを検証する。そのため「3-3-2. 現状整理」と同様に、業務

時間のデータを再度収集し、データの可視化・分析を行っていく。 
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3-7. 結論・考察 

3-7-1.可視化結果を記載 

①可視化結果を記載 

　「3-6. データ可視化」から読み取った結論をフレームワークに記載

する。 

　 

②仮説との突合 

　「3-3-6.アクションの設定」で実施したアクション結果の振り返りをも

とに、自身で設定した仮説に対してのアクションが正しかったのか・次

のアクションが必要なのかをフレームワークに記載する。 
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〇フレームワークに書いてみよう！ 

 

 

　1週間のうち2割確保できたのかを前提に、自身で設定したアクショ

ン結果を振り返ろう。できなかった場合は、なぜできなかったのかの

原因を深ぼっていくことが大事である。 
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例） 
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　「効果があった（→仮説が正しかった）」場合は、終了となる。「効果

がなかった（→仮説が正しくなかった）」場合は、ネクストアクションを

実施する。 

　ネクストアクションを実施するには、「仮説立て」から「結論・考察」ま

でのプロセスを繰り返し実践することが必要である。 

 

　以上で「業務時間分析」は終了とする。 

 

 

 

お疲れ様でした！！ 
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4. クラス成績向上​

　（難易度：★★☆） 

4-1. 内容 

　あなたは、とある生徒が50人いるクラスAの担任である。 

1学期、2学期の10科目のテストの点数結果(*)が手元にある。 

このデータをもとに3学期目の10科目の全体のテスト点数の平均値

を上げるにはどうしたら良いか？ 

 

(*)クラスAの1学期・2学期のテストの点数結果は、添付のZIPファイルに同封してい

る。ZIPファイルを解凍し、[実践編_クラス成績向上.csv]をダウンロードのうえ問題に

取り組むこと。 
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4-2. 目標スキルレベル 

　この演習問題は、以下の状態になることを目的としている。 

・あるべき姿の設定ができるようになる 

・データ分類を意識した分析およびグラフの特徴を踏まえた結論 

　の整理ができるようになる 

　 

　演習問題を解くことで、以下のスキルレベルに到達することを目指し

てほしい。 
 

スキル 到達レベル 

問題解決プロセス / 仮説設定プロセスの理解 ★★★★ 

論理的思考能力 ★★★☆ 

データ構造の理解 ★★★☆ 

データ収集力 ★★★☆ 

データ加工技術 ★★★★ 

データ分析力 ★★★★ 

　　　※詳細は「02_データ利活用トレーニングブック_シン・KKDスキル一覧.xlsx」を参照  
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4-3. 仮説立て 

4-3-1. 理想（あるべき姿）の設定 

　はじめに、成し遂げたい目標を「あるべき姿」として設定する。 

 

〇フレームワークに書いてみよう！ 
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　具体的な目標値がない場合は、可能な限り思い浮かぶ理想を仮で

設定する。判断に迷う場合は、関係者から意見を収集し、認識にずれ

がないか確認することも肝要である。 

 

例） 
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4-3-2. 現状整理 

①現在の状態（現状）を記載 

　生徒のテスト結果について、現状分かっていることを整理する。 

 

〇フレームワークに書いてみよう！ 

 

 

 

 

 

36 



 

例） 

・各科目の平均点と標準偏差 

・各科目の点数のばらつき 

・各科目に対するテスト結果の相関関係 

 

　整理したい内容についてグラフ化すると、視覚的に現状について把

握できる。  
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例）　※一部抜粋 

・各科目の平均点と標準偏差【図1】 

 

 

・各科目の点数のばらつき【図2】 
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・テスト結果の相関関係（ヒートマップ図）【図3】 

 

・テスト結果の相関関係（散布図）【図4】 

＜相関性のある散布図（文系と文系、理系と理系）＞ 
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＜相関性のない散布図（文系と理系）＞
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例） 
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4-3-3. GAP・問題の設定 

　設定した「あるべき姿」と、整理した「現在の状態」の差分（「コト」や

「状況」）を「GAP・問題」として書き出す。 

 

〇フレームワークに書いてみよう！ 
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例） 
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4-3-4. 課題の設定 

　導き出された「問題」が、どこで起きているのかを明らかにし、「課

題」に落とし込む。 

その際、ロジックツリーを用いて、物事の要素を分解して網羅的に洗

い出すことで問題の発生個所を特定していく。MECEを意識して、どこ

が問題になっているかを細かく分解していく。 

 

〇ロジックツリー記載用シートに書いてみよう！ 

 

 

　記載する際は、「問題の特定」「原因の究明」「課題の設定」を意識

するとよい。 
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①ロジックツリーの作成 

　ロジックツリーを作成するときは、設定したGAP・問題から原因を究

明する。 

 

例）Whatツリー（平均点を下げている要因は？） 

 

※今回、テスト結果以外のデータがないため、平均点を下げている

原因（各生徒の学習時間など）を追及するのは不可能である。その

ため「Whyツリー」は作成しない。 
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②課題の記載 

　原因究明のステップで作成したロジックツリーの内容から、本質的

な課題は何なのか抽出していく。 

 

〇フレームワークに書いてみよう！ 
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例） 

 

 

　なお、データ可視化の結果から読み取れる課題であるか（それが課

題であるエビデンスがあるか）を確認する。 
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4-3-5. 問いの設定 

　「あるべき姿」と現状とのギャップを考えながら「問い」を考える。 

 

〇フレームワークに書いてみよう！ 
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例） 
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4-3-6. アクションの設定 

　「4-3-5. 問いの設定」で記載した、課題を解決するための「アクショ

ン」を記載する。「アクション」の記載にあたり、「誰が、いつまでに」が

明確になるように記載を行う。 

 

〇フレームワークに書いてみよう！ 
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例） 
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4-4. 仮説検証の計画 

4-4-1. 検証方法の設定 

　「アクション」により課題が解決するのか、を検証する方法を検討し、

その内容を記載する。 

 

〇フレームワークに書いてみよう！ 
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■検証方法 

　本問題は実践編の問題であり、3学期のテストの点数を把握する

ことはできない。そのため、手元に与えられている「1学期と2学期の

テストの点数結果」を使用して、特性（文系、理系）および成績のレ

ベルに準じたグループ分けを実施する。 

例） 
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4-4-2. データ収集の方法の設定 

①検証データを記載 

　検証に必要な「データ」を検討し、記載する。 

 

■検証データ 

　本問題では3学期のテストの点数を把握することはできないため、

手元に与えられている「1学期と2学期のテストの点数結果」を使用

して検証を実施する。 

例） 
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②データ収集方法を記載 

　検証に必要な「データ」の収集方法を検討し、記載する。 

　主なデータ収集方法については、「03_データ利活用トレーニング

ブック_理論編」の「4. データ収集」を参照してほしい。 

 

■データ収集方法 

　本問題では新たなデータ収集は不要のためスキップする。 

例）
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4-4-3. データ可視化、得たい結論の設定 

　次に「可視化内容」と「可視化した結果から得たい結論」を検討す

る。 

　既に「4-3-2. 現状整理」の部分で、「1学期と2学期のテストの点数結

果」をもとに現状を整理している。現状整理でまとめた情報から、以下

の(1)と(2)について、読み取ることができる。 

 

(1)「4-3-2. 現状整理」で作成したヒストグラムから、各科目「成績上

位」「平均点並み」「成績下位」の3グループに分けられることが分か

る。 

 

（参考）「4-3-2. 現状整理」から抜粋 

・各科目の点数のばらつき【図2】 
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(2)「4-3-2. 現状整理」で作成した散布図から、「文系科目」と「理系科

目」で点数に相関があることが分かる。 

（参考）「4-3-2. 現状整理」から抜粋 

・テスト結果の相関関係（散布図）【図4】 

＜相関性のある散布図（文系と文系、理系と理系）＞ 
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■可視化内容 

　(1)と(2)より、クラスAの生徒は以下の5つのグループに分けられ

ると仮定し、「1学期と2学期のテストの点数結果」から、クラスAの生

徒を以下の5グループに分類できることを可視化する。 

【クラスAのグループ分け】 

グループ1: 文系理系ともに成績が優秀な人 

グループ2: 文系理系ともに成績が平均並みの人 

グループ3: 理系の成績だけが低い人 

グループ4: 文系の成績だけが低い人 

グループ5: 文系理系両方の成績が低い人 

 

 

　ここで定義している「文系」および「理系」の成績については、(2)よ

り文系科目と理系科目で、点数に相関があることが分かった。その
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ため、「文系」と「理系」それぞれの科目の合計点をもとにグループ

分けを実施することとする。 

例） 
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　本問題でクラスAの生徒を5グループに分類するにあたり、「標準偏

差の68％ルール」を使用することにする。この手法については、デー

タの散らばりを分類する手法として総務省統計局のホームページ等

で紹介されており、本仮説検証の中で使用することにした。 

　「標準偏差の68%ルール」についてもっと詳しく知りたい方は、以下

のキーワードで検索してみよう。 

【キーワード】標準偏差の68%ルール 

 

　これにより、「1学期と2学期のテストの点数結果」から、クラスAの生

徒を5グループに分類できることを可視化できるようになる。 

　標準偏差の68％ルールとは、「平均値から±標準偏差1個分に含ま

れるデータは全体の約68％を占める」というルールに基づき、「平均

値から±標準偏差1/2個分に含まれるデータは全体の34％を占める」

という理論である。 

　標準偏差の68％ルールにもとづいてグループ分けする手順につい

ては、「4-6. データ可視化」で詳しく説明する。 
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【参考】標準偏差の68％ルールのイメージ図 
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■可視化した結果から得たい結論 

　可視化内容をふまえて、「1学期と2学期のテストの点数結果」か

ら、クラスAの生徒を5グループに分類できることを結論として提示し

ていく。 

例) 

 

 

　【1】～【3】で整理した検証計画の内容をフレームワークの「検証方

法」「検証データ」「データ収集方法」「可視化内容」「可視化した結果

から得たい結論」にまとめて記載する。 
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例） 
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4-5. データ収集 

4-5-1. データの取得 

4-5-2. データの加工 

　本問題については、「4-4. 仮説検証の計画」で述べたように、3学期

のテストの点数を把握することはできないため、手元にある「1学期と

2学期のテストの点数結果」を使用して検証を実施する。そのため、

データ収集の手順は省略する。 

 

4-6. データ可視化 

4-6-1. データの可視化 

　「4-4. 仮説検証の計画」で検討したように、「1学期と2学期のテスト

の点数結果」から、クラスAの生徒を5グループに分類できることを、

「標準偏差の68％ルール」にもとづいて可視化していく。今回はExcel

関数を使って、50名を5つのグループに振り分けていく。 
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■標準偏差の68％ルールで可視化 

　【クラスAのグループ分け】について、以下のグループ1〜5に分類

する。 

・グループ1: 文系理系ともに成績が優秀な人（オレンジ色の部分） 

 

文系科目の平均点 ≧ 全体の文系科目の平均点 + （標準偏差 ÷ 2） 

理系科目の平均点 ≧ 全体の理系科目の平均点 + （標準偏差 ÷ 2） 
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・グループ2: 文系理系ともに成績が平均並みの人（青色の部分） 

 

全体の文系科目の平均点 - （標準偏差 ÷ 2） ≦ 文系科目の平均点 < 全体

の文系科目の平均点 + （標準偏差 ÷ 2） 

全体の理系科目の平均点 - （標準偏差 ÷ 2） ≦ 理系科目の平均点 < 全体

の理系科目の平均点 + （標準偏差 ÷ 2） 
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・グループ3: 文系の点数が平均並み以上で、理系の点数が低い人

（黄色の部分） 

 

文系科目の平均点 ≧ 全体の文系科目の平均点 - （標準偏差 ÷ 2） 

理系科目の平均点 < 全体の理系科目の平均点 - （標準偏差 ÷ 2） 
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・グループ4: 文系の点数が低く、理系の点数が平均並み以上の人

（緑色の部分） 

 

文系科目の平均点 < 全体の文系科目の平均点 - （標準偏差 ÷ 2） 

理系科目の平均点 ≧ 全体の理系科目の平均点 - （標準偏差 ÷ 2） 
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・グループ5: 文系理系両方の点数が低い人（灰色の部分） 

 

文系科目の平均点 < 全体の文系科目の平均点 - （標準偏差 ÷ 2） 

理系科目の平均点 < 全体の理系科目の平均点 - （標準偏差 ÷ 2） 
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　上記のグループ分けのルールに従って、Excel関数を使って、クラス

Ａの50名を5つのグループに振り分ける。 

　Excelで平均点や標準偏差を求める関数式については、【キーワー

ド】で検索し調べていただきたい。 

【キーワード】Excel関数 平均、Excel関数 標準偏差  

 

■データの可視化 

　標準偏差の68％ルールに基づいて、クラスAの生徒を5グループ

に可視化した結果は以下のとおりである。（一部抜粋） 

　Excel関数によって、「グループ分け」列（赤枠参照）を作成し、1学

期と2学期のテストの点数を、生徒ごとでグループ分けを実施してい

る。 

例）1学期の生徒ごとのグループ分け 
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　【1】で実施したデータの可視化をもとに、1学期と2学期で、グルー

プごとの人数集計をまとめる。 

 

例）1学期：グループ1～5の人数分布 

 

 

　上記の1〜5グループに所属する生徒1人1人に対して、所属する

グループの分類分けであっているのか確認していくため、各科目の

テストの点数結果を確認する作業を実施。 

 

　ここでは、元々配布されている、1学期、2学期の10科目のテスト

の点数結果（実践編_クラス成績向上.csv）をもとに確認する。 
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4-6-2. データの分析（参考情報） 

　本問題で求められる「データ分析力」のスキルレベルは4である。「

02_データ利活用トレーニングブック_シン・KKDスキル一覧」に記載し

ているが、レベル4の定義は「レベル3（データからグラフを作って可視

化を行える）に加え、グラフから特徴を捉えて結論・考察を整理でき

る」状態に到達することを目標としている。 

 

　データの可視化が実施できるようになり、更にスキルアップを目指し

たい人は、以降に記載する高度なデータ分析手法にチャレンジしてほ

しい。 

 

【応用編】 

　今回の手法だと、文系および理系の合計点でグループ分けを実施

しているため、文系の中での科目の優劣を見落としてしまう可能性が

ある（例えば、現代文が高得点、古文が低得点の場合、合計して平均

すると、平均点並みの成績になるため、古文の成績が低い事実を見

落としてしまう）。 
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　そのため、より高度な分析手法「主成分分析」や「クラスター分析」を

活用すると、上記の課題を解消した上でのグループ分けが可能にな

る。 

 

　「主成分分析」と「クラスター分析」の詳細な分析方法については、

【キーワード】で検索し調べていただきたい。 

【キーワード】主成分分析、クラスター分析  

 

【ヒント】 

　「主成分分析」と「クラスター分析」を実施する場合の流れは以下の

とおりである。 

手順①：主成分分析により、テストの点数に関係している成分をもと

める。 

手順②主成分分析により分かった成分をもとに、互いに似たものを集

めて集落（クラスター）を作り、対象を分類していくクラスター分析を実

施する。 

⇒手順①②より、Excel関数で実施したグループ分けと同様に、クラス

Aの生徒が5つのグループに分けられることを確認する。 
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4-7. 結論・考察 

4-7-1. 可視化結果と仮説を確認 

①可視化結果を記載 

　「4-6. データ可視化」から読み取った結論をフレームワークに記載

する。 

 

②仮説との突合 

　　立てた仮説と可視化した結果を照らし合わせる。 

　仮説が合っていた場合： 

　　結論・考察を記載し、シン・KKDを完了する。 

　仮説が間違っていた場合： 

　　結果を踏まえて「①仮説立て」から再度実施する。 

 

 

74 



 

〇フレームワークに書いてみよう！ 

 

 

　「因果関係を確認できた（→仮説が正しかった）」場合は、終了とな

る。「因果関係を確認できなかった（→仮説が正しくなかった）」場合

は、ネクストアクションを実施する。ネクストアクションを実施するに

は、「仮説立て」から「結論・考察」までのプロセスを繰り返し実践する

ことが必要である。 
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■可視化結果 

　クラスAの生徒ごとの各科目の点数結果を確認したところ、分類し

た1〜5グループに分けられていることが確認できた。 

　学力および特性に応じた補講を行うことで、クラスの平均点を向

上できると考察できる。具体的な内容を以下に記載する。 

【クラスAのグループごとの補講内容】 

グループ1：文系理系ともに成績が優秀な人 

　→応用問題を解く力を身に着け、高得点を維持させる 

グループ2：文系理系ともに成績が平均並みの人 

　→基礎もやりながら、応用問題にも挑戦していく 

グループ3：理系の成績だけが低い人 

　→理系の基礎を重点的に身に着ける 

グループ4：文系の成績だけが低い人 

　→文系の基礎を重点的に身に着ける 

グループ5：文系理系両方の成績が低い人 

　→理系および文系の基礎を重点的に身に着ける 
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フレームワークに分析結果を記載する。 

 

■仮説との突合 

　本問題では、3学期のテストの点数を確認することはできないの

で、仮説との突合は省略する。 

 

例） 
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　以上で「クラス成績向上」は終了とする。 

 

 

お疲れ様でした！！  
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5. 健康寿命延伸の検討​

　（難易度：★★★） 

5-1. 内容 

　あなたは健康寿命延伸プロジェクトの責任者に任命された。 

厚生労働省をはじめとする国が収集したデータを用いて、健康寿命

を延伸する(*)ためにはどうしたら良いかを検討する。 

 

(*)本問題では平均寿命の延伸は考慮せず、あくまで健康寿命を延伸するためにはど

うしたら良いかを考えよう。 
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5-2. 目標スキルレベル 

　この演習問題は、以下の状態になることを目標としている。 

・論理的思考を用いて問題から課題を検討できるようになる 

・仮説検証に必要なデータを自分で考え、オープンデータを利用 

　してデータ収集できるようになる 

 

　演習問題を解くことで、以下のスキルレベルに到達することを目指し

てほしい。 

 

スキル 到達レベル 

問題解決プロセス / 仮説設定プロセスの理解 ★★★★ 

論理的思考能力 ★★★★ 

データ構造の理解 ★★★★ 

データ収集力 ★★★★ 

データ加工技術 ★★★★ 

データ分析力 ★★★★ 

　　　※詳細は「02_データ利活用トレーニングブック_シン・KKDスキル一覧.xlsx」を参照 
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5-3. 仮説立て 

5-3-1. 理想（あるべき姿）の設定 

　はじめに、成し遂げたい目標を「あるべき姿」として設定する。 

 

〇フレームワークに書いてみよう！ 

 

 

81 



 

例） 

　今回は、健康寿命を平均寿命と同等になるように延伸することを

あるべき姿として設定する。 
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5-3-2. 現状整理 

①現在の状態（現状）を記載 

　日本の健康寿命について、現状分かっていることをe-Statや既存の

研究・文献から整理する。 

 

〇フレームワークに書いてみよう！ 
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②現状に対するデータ分析を実施 

　健康寿命延伸の要因は多数存在しており、基礎知識が乏しい状態

では、仮説立てやロジックツリー作成すら難しい。 

　今後の検証を効率良く進める上で必要な基礎知識を吸収するため

にも、現状分析を丁寧に行う。健康寿命延伸には既存の研究・文献

が数多く存在するため、基礎知識の網羅に活用する。 

　また、研究・文献から得ることができない情報については、e-Statを

活用しデータの可視化を行う。  
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例） 

既存の研究・文献から現状整理を行う場合

 

平均寿命と健康寿命 | e-ヘルスネット（厚生労働省） 

 

 

健康寿命の定義と算出方法 | e-ヘルスネット（厚生労働省） 
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https://www.e-healthnet.mhlw.go.jp/information/hale/h-01-002.html
https://www.e-healthnet.mhlw.go.jp/information/hale/h-01-001.html


 

 

健康増進法施行規則等の一部を改正する省令 

 

例） 

e-Statのデータを可視化し、現状整理する場合 
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https://www.mhlw.go.jp/content/10904750/000495323.pdf


 

 

例） 
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5-3-3. GAP・問題の設定 

　設定した「あるべき姿」と整理した「現状」の差分（「コト」や「状況」）を

「GAP・問題」として書き出す。 

 

〇フレームワークに書いてみよう！ 
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　ここでは、シンプルに「あるべき姿」と「現状」の差を書き出す。曖昧

な表現、憶測や主観的な表現は避ける。 

 

例） 
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5-3-4. 課題の設定 

　導き出された「問題」が、どこで起きているのかを明らかにし、「課

題」に落とし込む。 

　その際、ロジックツリーを用いて、物事の要素を分解して網羅的に

洗い出すことで問題の発生個所を特定していく。MECEを意識して、

問題の全体像や関係性を細かく分解していく。 

 

〇ロジックツリー記載用シートに書いてみよう！ 

 

 

　記載する際は、「問題の特定」「原因の究明」「課題の設定」を意識

するとよい。 
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①ロジックツリーの作成 

　ロジックツリーを作成するときは、設定したGAP・問題から原因を究

明する。 

 

例）Whatツリー 
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例）Whyツリー 

※オレンジの箇所を課題として設定 

※ツリーの一部を抜粋 
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②課題を記載 

　原因究明のステップで作成したロジックツリーの内容から、本質的

な課題は何なのか抽出していく。 

 

〇フレームワークに書いてみよう！ 
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例） 

          

 

　なお、データ可視化の結果から読み取れる課題であるか（それが課

題であるエビデンスがあるか）を確認する。 
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5-3-5. 問いの設定 

　「あるべき姿」と現状とのギャップを考えながら「問い」を考える。 

 

〇フレームワークに書いてみよう！ 
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例） 
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5-3-6. アクションの設定 

　「5-3-5. 問いの設定」で記載した、課題を解決するための仮説として

「アクション」を記載する。「アクション」の記載にあたり、「誰が、いつま

でに」が明確になるように記載を行う。 

 

〇フレームワークに書いてみよう！ 
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例） 
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5-4. 仮説検証の計画 

5-4-1. 検証方法の設定 

　「アクション」により課題が解決するのか、を検証する方法を検討し、

その内容を記載する。 

 

〇フレームワークに書いてみよう！ 
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■検証方法 

本問題では、「アクション」にデータ可視化を記載することが多いた

め、「アクション」を満たす検証方法を記載する。 

例） 
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5-4-2. データ収集方法の設定 

①検証データを記載 

　検証に必要な「データ」を検討し、記載する。 

②データ収集方法を記載 

　検証に必要なデータの収集方法を検討し、記載する。 

 

可視化に必要なデータのサンプル数が足りない場合がある。 

そのため、データを男女別や都道府県別などに分割し、サンプル数

を確保することも視野に入れる。 

例） 
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5-4-3. データ可視化、得たい結論の設定 

　次に「可視化内容」と「可視化した結果から得たい結論」を検討す

る。 

　■可視化内容 

　　設定した「検証方法」に基づいて、データをどのように 

　可視化するのかを設定する。 

　　グラフによってデータの見え方が変わってくるため、後述の　「可視

化した結果得たい結論」と合わせて慎重に設定する。 

 

　■可視化した結果から得たい結論 

　　「可視化内容」を踏まえて得たい結論を記載する。 
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例）「可視化内容」には、傷病数と健康寿命の相関関係を明らかに

するために必要な可視化方法を記載する。「可視化した結果得たい

結論」には、5-3-6で設定した「アクション」を満たす内容を記載す

る。 
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5-5. データ収集 

5-5-1. データの取得 

　検証で利用するデータの収集を行う。本問題では、オープンデータ（

e-Stat）と、既存の研究論文からデータの可視化結果を収集する。 

 

5-5-2. データの加工 

①加工用データの準備 

　「【1】データの取得」にて収集したデータを、Excelなどのソフトを利

用して説明文など不要な行を削除する。 

　また、計画どおりのデータ収集が難しい場合は、「5-4.仮説検証の

計画」の見直しを行う。 
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例）ヘッダーなど可視化に不要な情報を取り除く。 

今回は総数を利用するため、年齢ごとのデータも取り除く。 

 ■ 加工前 

 

■ 加工後
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②データを整形 

　収集したデータがそのまま利用できるケースは少ない。理論編に記

載している「欠損値」や「外れ値」、「表記ゆれ」などの対応を行う。 

 

例）年代ごとにデータ収集の単位が異なるため、最新データを基準

に統合または分割を行う。 

例えば、2019年の「耳の病気」は、2004年以前では「中耳炎」「難

聴」に分割されている。 

 

 

 

③データにカテゴリーを付与 

　本問題ではカテゴリー付与を行わなかったため、省略する。 
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④データを結合 

　単一のデータでは可視化が難しい場合、データの結合を行い、可視

化を試みる。 

 

例）健康寿命、人口、傷病の3つのデータを結合する。データの年代

や男女など、データの属性に注意して結合を行う。 

　※可視化が目的であるため、書式の統一は行っていない 

■ 元データ（健康寿命） 

 

2　健康・福祉｜令和5年版高齢社会白書（全体版） - 内閣府 
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https://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2023/html/zenbun/s1_2_2.html


 

■ 元データ（人口） 

※全体の健康寿命算出のため 

 

人口推計 | データベース | 統計データを探す | 政府統計の総合窓

口 
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https://www.e-stat.go.jp/stat-search/database?page=1&toukei=00200524&tstat=000000090001
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/database?page=1&toukei=00200524&tstat=000000090001


 

■ 元データ（傷病） 

 

国民生活基礎調査 令和４年国民生活基礎調査 | ファイル | 統計

データを探す | 政府統計の総合窓口 

 

■ 加工データ（健康寿命×人口×傷病） 
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https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&toukei=00450061&tstat=000001206248
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&toukei=00450061&tstat=000001206248


 

5-6. データ可視化 

　「5-5. データ収集」にて収集・加工したデータを使って、データを可視

化する。必要に応じてデータから算出される指標と合わせて分析を行

う。（標準偏差や相関係数など） 

 

例）健康寿命と最も気になる症状（全体） 

 

 

110 



 

5-7. 結論・考察 

5-7-1. 可視化結果と仮説を確認 

①可視化結果を記載 

　「5-6. データ可視化」の結果をフレームワークに記載する。各アク

ション実行後、どのような状態になったかを記載する。 

 

②仮説との突合 

　　立てた仮説と可視化した結果を照らし合わせる。 

　仮説が合っていた場合： 

　　結論・考察を記載し、シン・KKDを完了する。 

　仮説が間違っていた場合： 

　　結果を踏まえて「①仮説立て」から再度実施する。 
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〇フレームワークに書いてみよう！ 

 

 

　「因果関係を確認できた（→仮説が正しかった）」場合は、終了とな

る。「因果関係を確認できなかった（→仮説が正しくなかった）」場合

は、ネクストアクションを実施する。ネクストアクションを実施するに

は、「仮説立て」から「結論・考察」までのプロセスを繰り返し実践する

ことが必要である。 
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例） 
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　以上で「健康寿命延伸の検討」は終了とする。 

 

 

読了、お疲れ様でした！！ 
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Thanks 
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